
第１回 10 月 6 日（土）13：30～15：00   

『食の機能・安全性 –酸化ストレスとの関連–』 加藤 陽二 

第 2回 10 月 6 日（土）15：15～16：45 

『脂質の働きと健康』 平松 直子 

第 3回 10 月 13 日（土）13：30～15：00 

『骨粗鬆症の予防はいつから？』 伊藤 美紀子 

第 4回 10 月 13 日（土）15：15～16：45 

『食物アレルギーの新常識』 新田 陽子 

第 5回 10 月 20 日（土）13：30～15：00 

『日本の糖尿病の現状ー正しく食べることはなぜ難しいのかー』 坂上 元祥   
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  ▼ 講座の概要 

 
  

   
 
 
 
 
   
 
 
 
▼ 講座内容 

平成２４年度兵庫県立大学環境人間学部 生涯学習講座 

兵庫県「まちの寺子屋師範塾」（定員 20 名） 

姫路市「シニアオープンカレッジ」（定員 40 名） 

環境人間学部「食未来エクステンション講座ベーシックコース」（定員 30 名）同時開催 

「医・栄養・食からみた家族の未来と健康」 
 

実施日:平成２４年 10 月 ６，１３，２０日（土） 

 

■第１回 10 月 6日（土）13：30〜15：00 

『食の機能・安全性 –酸化ストレスとの関連–』／加藤 陽二（環境人間学部・教授・食品機能

化学） 

紫外線、放射線、新素材など、様々な環境因子が炎症や酸化ストレス（活性酸素）を誘発します。

活性酸素は老化や疾病との関連が示唆されていますが、一方、その強力な酸化力を生かし、体内

では感染予防にも役立ちます。このため、体内に生じる活性酸素を適度にコントロールすること

が大切であり、鍵を握るのが食による生体調節機能の発現です。現在、体内の酸化度や疾病のマ

ーカーを簡単に測定する技術が開発されており、個人にあったオーダーメードの機能性食品の開

発が望まれています。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第 3 回 10 月 13 日（土）13：30〜15：00 

『骨粗鬆症の予防は一から？ 生涯を通じての予防が大事！』／伊藤 美紀子（環境人間学部・

准教授・臨床病態栄養学） 

 骨粗鬆症はその字の通り、骨が粗（あらくなり）鬆（「す」が入る）症状のことで、骨が「す

かすか」になり「もろくなる」ことである。年を取れば必ずかかる病気であり、長寿社会の現代

では、ヒトが患う病気の中で最も多いとも言われている。では、骨粗鬆症の予防はいつからすれ

ばいいのだろうか。本講座では、よく耳にする骨粗鬆症について栄養面からあらためて学ぶと共

に、骨に良い食生活を目指した見直しや、生涯にわたる予防方法を考えて行く。また、宇宙飛行

士と骨の関係など、骨にまつわる話についても紹介した。 

 さらに最近、新しい概念として、ロコモティブシンドロームが提唱されている。これは骨や関

節、筋肉からなる運動器の機能が衰えて「立つ」「歩く」といった動作が困難になり、要介護や

寝たきりになったり、そのリスクが高くなった状態を指す。ロコモかどうかの簡単なチェックや、

ロコモを予防するために簡単にできるロコモ体操も紹介した。 

 

 ■第4 回 10 月 13日（土）15：15～16：45 
『食物アレルギーの新常識』／新田 陽子（環境

人間学部・助教・食品科学） 
食物アレルギーは、一般的に乳児期に多いとされ

ていますが、近年成人になって発症する食物アレ

ルギーが増えてきています。その原因となる食べ

物は主に生の果物や野菜であること、花粉症と関

係すること、乳児期の食物アレルギーとの違いな

どを説明しました。 
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■第 2回 10 月 6日（土）15：15〜16：45 

『脂質の働きと健康』／平松 直子（環境人間学部・准教授・栄養科学） 

私たちが日々食事から摂る脂肪のほとんどは中性脂肪であり、これを構成する脂肪酸には、飽和、

不飽和、一価および多価不飽和など様々な種類があること、脂肪の栄養は量と共に質も重要で、

日々の食生活の中で様々な脂肪酸をバランスよく摂ることが大切であることについて解説しま

した。中でも、今回は、ω3 系およびω6系多価不飽和脂肪酸を中心に、その種類・給源・生体

内での変化・健康への影響などについて解説しました。また、日本人や外国人を対象としたω3

系／ω6系多価不飽和脂肪酸摂取量・比に関する食事調査結果なども交え、脂質栄養の面から伝

統的な日本の食の利点について紹介しました。 



 
 

■第 5回 10 月 20 日（土）13：30～15：00 

『日本の糖尿病の現状-正しく食べることはなぜ難しいのかー』／坂上 元祥（環境人間学部・

教授・分子代謝病学研究室） 

 第 5回は糖尿病の基礎知識として糖尿病の病因や合併症について学んだ後、糖尿病の新しい食

事療法について話を進めた。先ず、糖尿病の食事療法にかかわる臨床心理的要因について学習し

た。医療機関を受診する患者はよくなりたいと思っているのに、何が障害となって食事療法を上

手く出来ないかについて学んだ。次に、最近話題になっている低炭水化物ダイエットや食べる順

番ダイエットについて学習した。特に、糖尿病患者の地中海式ダイエットの血糖降下作用や食物

繊維の多い食事を先に摂取する利点について講演を行った。 


